
R3.8.2６ 対策本部会議用資料（健康課作成）

新型コロナウイルス在宅療養者への生活支援の拡充について

在宅で療養する新型コロナウイルス感染者に対して、愛知県が実施する配食支援に

加え、当面の生活に必要な食品、生活用品等の物資の提供などの支援が行えるよう、

予算措置していますが、市内で感染者等が増加していることを踏まえ、支援対象を在

宅療養者の家族等にも拡大し、防災用備蓄食糧品（飲料水、白米・まぜご飯など）を

活用していくこととします。

市では、感染者等の個人情報を保有していないため、感染者の情報管理を行う愛知

県瀬戸保健所から対象者に対し、本支援に関する情報を伝えていただき、ご本人やご

家族等からの支援要請を保健福祉センター内健康課で受け付けます。

生活支援物資の選定と合わせ、保健師等が健康相談等にも対応します。

速やかな支援を行うため、物資の配達については、応援職員で対応していただくこ

ととしますので、御協力をお願いします。

保健師による新型コロナ感染症に関する一般健康相談の実施について

現在、市民の皆さんからの健康管理や感染予防対策等に関する一般健康相談を保健

福祉センター内健康課で受け付けます。市内での新型コロナウイルス感染症拡大に伴

い、今まで以上に健康に関する不安を抱えている方が増えることが予測されますの

で、ホームページや広報誌等を用いて、再度、周知をしていきます。

健康に関する相談を希望される方がありましたら、保健福祉センター内健康課をご

紹介ください。

なお、有症状者の受診に関する相談及び在宅療養者の健康確認については、今まで

どおり、管轄する愛知県瀬戸保健所での対応となります。今後、感染拡大に伴い、在

宅療養者が増加し、管轄する瀬戸保健所での対応が難しくなった場合には、県からの

派遣要請に基づき、市保健師の派遣を調整する予定です。

健康課外の保健師の配属課にもご協力していただく可能性がありますので、ご承知

おきください。

担当 健康福祉部健康課

電話 ５５－６８００（直通）
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新型コロナウイルス在宅療養者への防災備蓄食糧支援について

令和３年８月２５日時点

内容（１セット）
品目 数量

水（1.5ℓ） 1本
アルファ化米（白米） 2袋
アルファ化米（わかめ） 2袋
アルファ化米（五目） 2袋
缶入りパン 2缶
カロリーメイト 2袋



３ 人 号 外＿

令和３年８月２０日＿

各部・課等の長 殿

副市長 秋 田 誠＿

新型コロナウイルス感染拡大に伴う在宅勤務等の推進について（通

知）

このことについて、愛知県に適用されているまん延防止等重点措置の期間が

令和３年９月１２日まで延長され、さらに緊急事態宣言の発出も検討されてい

るなか、市内では感染者数が急激に増加しています。ついては、新型コロナウイ

ルス感染防止のため、各所属等においては、職員の在宅勤務等の取組をより一層

推進してください。

記

１ 推進する取組

⑴ 在宅勤務

⑵ 土日等を利用しての交代勤務

※ 勤務に適した服装としてください。

⑶ 時差勤務

⑷ 昼食場所としての自席等の利用及び変則での休憩時間の設定

⑸ 年次有給休暇取得

２ その他

尾張旭市役所における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインに基

づく各取組を継続実施してください。

担当 人事課人事研修係（長瀬）＿

内線 ２２２ ＿＿＿＿＿
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３ 企 号 外＿

令和３年８月２０日＿

各部・課等の長 殿

副市長 秋 田 誠＿

新型コロナウイルス感染症対策のための相互応援について（通知）

新型コロナウイルス感染症対策については、全庁一丸となって取り組んでい

るところであるが、今般の急激な感染拡大を受け、今後特定の課等の業務量が大

幅に増大することも予想される。

出勤者の抑制等により、どの部署においても余裕のない状況にはあるが、市民

の不安解消のため、部や課等を横断した相互応援について、積極的に取り組まれ

たい。

担当 企画課政策企画係（北川）＿

内線 ２２６＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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